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R13a ALMAでのNGC1068中心部の分子の観測：CO同位体分子の存在比の空
間分布
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星間物質中の元素の同位体比は、銀河の化学進化を反映すると考えられており、特に 12C/13Cや 16O/18Oは星
形成や金属量進化の良いトレーサーである。このような観点から、近傍銀河における爆発的星形成領域 (Starburst;
SB)と活動銀河核 (AGN)の同位体比の空間分布を調べることは重要であるが、従来の望遠鏡では感度不足のため
観測は困難であった。そこで本研究では、近傍の 2型セイファート銀河であるNGC1068の中心領域 (r < 1 kpc)に
存在する SBリングとAGN周囲において、ALMAの初期科学観測 (Cycle 0)で得られたCOの同位体分子の複数
の回転遷移輝線を用いて、物理化学状態の診断を行った。診断ではALMAデータの 13CO(J=1-0), 13CO(J=3-2),
C18O(J=1-0), C18O(J=3-2)に、OVROの 12CO(J=1-0)と SMAの 12CO(J=3-2)を加えた計 6輝線を non-LTE
解析し、運動温度 Tkin、水素分子の数密度 nH2

、同位体分子の存在比 [12CO]/[13CO]、[C16O]/[C18O]について、
SBリングとAGN周囲に空間分解した分布を得ることができた。
解析の結果、[12CO]/[13CO]、[C16O]/[C18O]の両方で、AGN周囲の値が SBリングの 1/3程度であることが示

された。特に、18Oは大質量星で元素合成されると考えられており、AGN周囲の高温、高密度環境が星形成に影
響を及ぼした可能性が示唆される。また水素分子の数密度は過去の解析 (谷口他, 2013年秋季年会, R35a)と矛盾
ない。一方、運動温度の値は SBリングの方がAGN周囲よりも高く、良い制限が得られていない可能性があるた
め、今後の検討課題である。本講演では現状の解析を踏まえ、空間分布の違いの議論を紹介する。


